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【要旨】
1997年に登場した「学校支援ボランティア」は、教職志望学生の参加により近年急
速に拡大し、ボランティアを受け入れる小中学校は増加 している。そこで本研究では、
教員、学生の意見をもとに、学校支援ボランティアの現状と課題を整理し、課題の改善
に配慮した学校支援ボランティアのありようについてまとめ、具体的に実践を通じてそ
のありようを検証した。最後に、それらをもとに、他の学校支援ボランティアとして活
動する人たちの参考となるようまとめた。
学校支援ボランティアを受け入れる教員、活動経験のある学生、両者をつなぐ兵庫教
育大学ボランティアステーションのコーディネーターの三者に対して聞き取りを行い、
実際の学校支援ボランティアの活動内容と活動による効果及び課題、また期待等につい
てまとめた。その結果、学校支援ボランティアの効果として、これまで指摘されてきた
「児童生徒の学習等に対するサポー ト」に加え、学校支援ボランティアからの情報によ
る教員の「児童生徒理解」、学校支援ボランティアとの話し合いの中で生じる「自己の
ふ りかえり」などといつた教員にとつての効果も期待できることが示された。課題につ
いては多数あるものの、以前から叫ばれている「打ち合わせ不足」の深刻さを再確認し、
①学生と教員のやりとりの在 り方、②学生と教員の関係性の構築、③教職員間でのボラ
ンティアの理解、の3点の改善が特に課題である。よつて3点の課題改善に向けた実践
を行い、本目互のや りとりに関する改善策、関係性改善、教職員間の理解についてまとめ
た。
状況改善のためには学校支援ボランティアが自身の活動をふりかえることが重要で
ある。学校支援ボランティアが自身の活動を仲間同士でふりかえる方法のひとつとして、
PCAGIP法を用いた事例検討について実践を通じて検討した。
第 1章 問題意識と研究目的及び研究方法
第 1節 問題意識
1.通常学級の実態
筆者は、これまで実習やボランティア活動などを通じて学校教育活動に関わつてきた。
その際、小学校の各教室には発達障害のある児童や、診断はおりていない、あるいは何
らかの理由で診断を受けていないものの、その傾向が見られる児童、学力的に支援が必
要な児童、周りの友だちとうまく関われない児童など、個別に支援を要する児童が数人
存在した。実際、現在の通常学級には、知的発達に遅れはないものの学習面又は行動面
で著しい困難を示すとされる児童生徒が平均して6.5%(推定値)在籍していると言わ
れている (文部科学省,2012)。
そのような児童に対して一番大切なのは、その個別の支援を要する児童一人ひとりに
寄り添い、特性を理解して適切なケアを行うことだと考える。しかし多くの場合、学級
には30名前後の児童が在籍 しており、教室での集団指導を担う担任教員が児童一人ひ
とりに合わせてじつくりと適切な指導 。支援を行うには時間的 。人員的限界があると考
えられる。
そのような状況も踏まえてか、近年ではティームティーチングを取り入れる学校や、
学生や地域住民による学校支援ボランティア、または市町村の職員としてのスクールア
シスタントを受け入れる学校が増加 したりしている。筆者自身も現在、実習生兼学校支
援ボランティアとして昨年度から継続 してX市立Y小学校で活動している。活動の中
心は週1回程度、4年生の3学級を見て回り、学級担任教員が授業を進める中で、授
業補助をしたり個別の支援を行つたりすることである。
現在のY小学校4年生には、先生の指示が聞けない、授業内容についていけない、
行動が他の児童より明らかに遅い、気に入らないことがあると活動に参加できない、周
りの児童に暴言を吐いたり暴力をふるつたりしてしまうなど、いろいろな面で「気にな
る児童」が各学級に数名ずつ在籍している。それらの児童の特性を踏まえた適切な支援
を試みてはいるものの、その場その場で起こることへのしのぎ対応や支援に必死になり、
担任教員の意図を汲み取ることや必要かつ効果的な支援がきちんとできていないこと、
担任教員との連携がうまくとれていないことが多々あると自省している。一方で、集団
での活動に参加できない児童がいた際、その児童を集団から離してその間の付添いを任
されることがある。それは授業を行い、全体を監督する担任教員ではなく、学校支援ボ
ランティアだからこそ可能なことだとも言える。
学校支援ボランティアの活動には多くの期待と課題が混在している。本研究では、学
校支援ボランティアの現状から課題と効果をまとめ、これからの学校支援ボランティア
の姿勢について調査・検証し、その考察に基づいた実践を試みる。これらの過程を通じ
て学校支援ボランティアのひとつのありようを提示したい。本研究は今後、学校支援ボ
ランティアとして活動する学生にとつて、自己の立場や活動の在り方を考える際の参考
になるとともに、学生を受け入れる側である学校にとつても、何らかの示唆を与えられ
るものになることを目指すものである。
2.学校支援ボランティア
本研究における「学校支援ボランティア」には、「スクールサポーター」、「学習支援
ボランティア」、「スクールボランティア」など、地域や年代等によってさまざまな呼ば
れ方をするものを含むこととする。「学校支援ボランティア」という言葉は平成9年の
「教育改革プログラム」(文部科学省,1997)|こおいて登場し、それ以来学校支援ボラ
ンティアの活動は全国の学校に徐々に浸透していった (佐藤,2005)。1990年前後に
学校で活動していたのは地域住民や保護者であったが、1990年代後半から教職志望の
学生が教育現場で活動するという形態のボランティアが誕生し、急速に拡大した (武
田・村瀬,2009)。兵庫教育大学でも100名近くの学生 (学部生、大学院生を含む)が
登録・参加している (2016年9月現在)。
教職志望の学生がボランティアとして活動することは、学校にとって「開かれた学校
にするための視点」が増える機会となり、「特別支援の領域としての若い労働力」とな
る。それにカロえて、学生自身にとつても、教育現場に接 しスキルアップできる機会とな
るインターンシップのような人材育成的効果が期待できる。文部科学省 (2015)は、
学校支援ボランティアと学校の相互関係において「できる限リボランティア自身が学校
側との話し合いでお互いにできることを合意しながら役割分担する」ことを期待してい
る。
3。 学校支援ボランティアの活動内容
学校支援ボランティアの活動内容は多岐に渡る。武田ら (2009)は学校支援ボラン
ティアをスクールボランティアと呼び、その内容を概要別に6類型化している(Tablel)。
一方、学校支援ボランティアとして活動している兵庫教育大学の学生 (3人)にインタ
ビューを行つたところ、活動内容は学校等によつて偏 りがあり、さらに武田らのどの類
型にも当てはまらない活動を行つている場合もあるようだ。このように、学校支援ボラ
ンティアの活動内容は多種多様ではあるものの、現在のY小学校での筆者の活動の状
況及び学生へのインタビューの結果から、今回の研究における学校支援ボランティアの
活動は、主にTablelの1)及び3)に当てはまるものを多く取り上げることとする。
Tablel スクールボランティアの活動類型 (武田ら,2009)
類型 活動内容
1)学校行事参加型 ・遠足引率や運動会の補佐
2)授業実施型 。理科実験
3)授業補佐型 0補助教員
0放課後学習チューター
4)特別支援教育補佐型 0「通級訓練教室」支援
0養護学校行事参加
5)校外支援型 ・不登校支援
。「適応指導教室」の学習支援や自由活動の補助
6)地域社会連携型 ・「少年自然の家」のキャンプ参加
4.学校支援ボランティアに期待される効果
佐藤 (2005)は、学校支援ボランティアの活用目的及びボランティアの協力を得た
場合の学習効果として、①学習の効率化、②学習の補強、③学習の深化、④学習の向上
②学習の補強 ①学習の効率化
質的サポー ト 量的サポー ト
③学習の深化 ④学習の向上化
付加価値
Figurel 学校支援ボランティアの活用目的
化の4つを期待 している
(Figurel)。
①の「学習の効率化」は一
人の教員だけでは、時間的・
人員的に十分指導しにくい場
面で、指導補助者を加えるこ
とによつて学習を補完するこ
とであり、指導者を量的に増やすことである。②の「学習の補強」は教員だけでは指
導が十分にいかない指導内容において、ゲストティーチャー等を活用して学習を補強
することである。③の「学習の深化」は教員だけでも指導可能だが、外部指導者を依
頼することによつて、学習の質を一段と深化させ付加価値をつけることであり、上質
の学習を提供することである。④の「学習の向上化」は児童生徒がさまざまな人たち
に見守られていることを実感しながら学習できるようになる効果を期待して、教員の
指示通りに行動できない児童に指示したり、児童のおしゃべりを注意したり、場合に
よっては児童と一緒になって学習活動に加わることである。
4つの効果とそのバランスはボランティアの力量や学校の状況等によつて異なると
考えられるが、筆者の経験や筆者の周囲でボランティア活動を行つている学生の声か
ら考えると、学校側の学生ボランティアに対する期待は、①「学習の効率化」と④「学
習の向上化」に関する部分が大きいように感じる。つまり学校は学生の学校支援ボラ
ンティアに対して、質的サポー トよりも量的サポー トを求めているのではないかと考
えられる。また学校現場の声として、学校支援ボランティア等を受け入れた経験のあ
る兵庫教育大学の現職大学院生 (2人)に聞き取りをしたところ、「子どもたちにゆつ
くり寄り添つてもらえる」「自分が見えていないことを教えてもらえる」「子どもと年
齢や距離が近い分、子どもの本音が聞ける」などの効果を述べている。
5。 学校支援ボランティアの課題
学校支援ボランティアの需要があり効果が期待されている反面、さまざまな課題も指
摘されている。佐藤 (2005)は主なものとして①打ち合わせ不足、②ボランティアの
指導に不安、③必要なボランティアが見つからない、という課題を取り上げている。ま
た兵庫教育大学の現職大学院生にも話を聞いたところ、「こちらの意図が伝わらず、学
生の思いだけで動かれると困る」「児童への対応で迷つた時はこちらに聞いてから行動
してほしい」などの声があつた。
1つ目の意見の課題要素として、「こちら (教員)の意図が伝わらない」「学生の思い
だけで (勝手に)動く」ということがある。これは、佐藤の課題①②に関連している。
しかし課題②に関しては、事前の打ち合わせで両者が思いや意図を共有していれば防げ
る可能性が高い。これらのことから、学校支援ボランティアと教員の連携、そのための
情報共有に対する課題は最も大きく、この課題を解決することが他の課題解決にもつな
がると考える。
また筆者の実感及び活動している学生の声の検討から、上述した3つの課題の背景に
は、学生と教員の相互の「遠慮」が存在しており、それがさらに課題を大きくしている
ように考えられる。学生側の「先生が忙しそうだから、自分から声をかけにくい。」と
いう意見や、教員側の「ボランティア (支援員)は、活動時間が決まっているから打ち
合わせができない。」という意見がある。しかし互いにそのまま「遠慮」の姿勢で現状
維持をしていては課題解決には至らない。そこで本研究では、これらの課題を改善する
ために、学校支援ボランティアと学校及び教員の関係性や、それらを築いていくための
それぞれの行動の在 り方について考察したい。
第2節 研究目的
これまで述べてきたように、学校支援ボランティアの活動には期待が寄せられる反面、
活動内容の不明確さや担任教員との連携及び打ち合わせ不足等による課題も多々あり、
それらの課題を解決することによつて、学生と学校の両者にとつてさらに有意義な活動
になり得る可能性が高いと考える。よつて本研究の目的は以下の通りとする。
i)教員、学生の意見をもとに、学校支援ボランティアの現状と課題を整理する。
1)iの課題の改善に配慮した学校支援ボランティアのありようについてまとめ、具
体的に実践する。
面)五の実践の効果を検証し、他の学校支援ボランティアとして活動する人たちの参
考となるようまとめる。
第3節 研究方法
(1)学校支援ボランティアの現状や課題の検討
学校支援ボランティア及び支援員等を受け入れたことのある兵庫教育大学の学校勤
務の現職大学院生、学校支援ボランティアとして活動経験のある兵庫教育大学の学生、
兵庫教育大学ボランティアステーションのコーディネーター、それぞれに対して、学校
支援ボランティアの活動内容や効果、課題等について半構造化面接法を用いて聞き取り
調査を行う。その調査によつて得られた内容を項目ごとに表にまとめ、類似点や相違点
などに気をつけながら分類し、課題等を抽出して分析する。
(2)学校支援ボランティアの実践を通した検討
(1)で得た分析結果をもとに、学校支援ボランティアとして活動する際に気をつけ
ることや大切なこと、新たにできること等をまとめ、それをもとに実習校であるX市
立Y小学校第4学年において筆者が実践する。また実践内容とその効果を、教員にイ
ンタビューしたり、学校支援ボランティアとしての筆者の活動事例を教職志望学生と共
にPCAGIP法を行つたりして検討する。
(3)学校支援ボランティアヘの提言
得られた成果等をまとめ、今後学校支援ボランティアとして活動する人たちに対し参
考となるよう提言する。
第2章 学校支援ボランティアの現状
前章の問題意識において、学校支援ボランティアの活動には一般的に多くの期待と課
題があることを述べた。2章では、実際に、学校現場で学校支援ボランティアを受け入
れている教員と、学校支援ボランティアとして活動する学生、さらにその両者をつなぐ
役割を果たすボランティアステーションのコーディネーターが、学校支援ボランティア
の活動等についてどう感じているかを知るため、それぞれの立場からの意見を求め、ま
とめることとする。
第 1節 学校勤務の現職大学院生に対する聞き取り調査から
「学校支援ボランティアの活動内容や効果、課題等の現状」について把握するため、
小学校勤務で学校支援ボランティア及び支援員やアシスタント等 (以下、学校支援ボラ
ンティア等と記す)を受け入れたことのある兵庫教育大学の現職大学院生3名(a,b,c)
を対象に聞き取りを行つた。下記の内容について半構造化面接法を用い、対象者の了承
を得てICレコーダーで録音したものを逐語録として書き起こし、項目ごとに表に分類
した。
(1)内容
・どのような内容の活動をしてもらつているか。
・どのような活動の形態であるか。(活動頻度、学年・学級の配属、活動時間等)
・活動の中で助かることや効果を感 じることはあるか、それはどのような時か。
・活動してもらう中で困ることや要望はあるか。
・改善点や要望をふまえて、活用できる方法のアイディアはあるか。
。その他、言い残したこと等。
(2)結果
3名の現職大学院生に対する聞き取り調査の内容から、共通していることとして、活
動内容は「個別の支援・補助 (声かけ)」 が多く、「学級全体を見ている担任だけでは手
のまわらないところの対応 (b)」や「教員とは異なる視点からの情報の取得 (c)」を中
心に効果が期待できることがわかった (Appendixl参照)。 さらに、「学生からの情報
が教員の学びになる (b)」「教員にとつても刺激になる (b)」など、第1章で述べた以
外の効果も生む可能性があることがわかった。次に課題や要望として、『打ち合わせ不
足 (①)(佐藤,2005)』に関しては3人全員が述べており、「…・支援員さんと話をする
時間が全く取れないのが一番困つている (b)」「本当はもつとゆっくり話したい (a)」
など、打ち合わせ不足の深刻さを感じた。また「(支援員にしてもらうより)自分です
る方が早い (a)」「関わり方や対応の仕方が、保護者的、学生的になつてしまう (b)」
「アシスタントの先生が来ると子どもが甘えてしまう (c)」など、『ボランティアの指
導に不安 (②)(佐藤,2005)』に関する内容の意見も3人全員からあがった。そして
「支援員やボランティアとして来て下さる方が少ない (b)」というように、『必要なボ
ランティアが見つからない (③)(佐藤,2005)』についても1人が述べていた。
(3)考察
(2)の結果から学校支援ボランティア等を学級に受け入れる担任教員は、学校支援
ボランティアに、個別の支援を要する児童の支援及び対応等をしてもらうことが多く、
それらの活動は、教員が学級全体を見ながら安心して授業等をすすめることに役立つと
考えられる。これは前章で提示した佐藤 (2005)の述べる「学習の向上化」につなが
る効果であるとも言える。また授業の様子や休み時間等の児童との関わりについて、教
員とは異なる立場であるからこそ見えることや知り得る情報もあり、それらが得られる
ということは学校支援ボランティア等に入つてもらうことによる成果であると言える。
児童が学校支援ボランティアに対し、担任教員に見せるのとは異なる顔を見せるという
のは、学校支援ボランティアが担任と違つて前に立って集団的な指導をしないことから、
弱みも見せやすいのではないかと考える。この成果の裏を返せば、担任教員はその視点
からの情報が欲しいということであり、学校支援ボランティア等には、児童に関して得
た情報の報告が求められるということである。さらに、「学生からの情報が教員の学び
になる (b)」「教員にとつても刺激になる (b)」という意見から、学校支援ボランティ
アが学級に入ることで児童に対する支援ができるだけでなく、ボランティアが積極的に
教員と関わることによつて教員にとってもプラスの成果を出せるということである。そ
れは学生が教員に何かを教えるということではなく、学生の感覚による素朴な疑問や発
言によつて、教員が普段の枠から離れて学級や児童を見る機会ができ、確認したり再発
見したりすることにつながるということである。これは佐藤 (2005)が述べている効
果に付カロできる項目と言えよう。
課題に関しては、結果でも述べたように『打ち合わせ不足』に関する声が多くあり、
最も解決すべきものだと言える。他の課題である「仕事内容の把握」や「子どもとの関
わり方」についても、学生と教員が話す時間をもつと確保できれば解決につながると考
えられ、「打ち合わせ」はもとより、双方が会話する時間自体が少ないのではないかと
考えられる。また実際に面と向かつて話す時間を多くは確保できなくても、「メモで伝
言 し合う (c)」ことや「すきま時間にちょつとでも会話する (c)」という、聞き取り調
査から得た要望が実現されれば、状況は少なからず改善できると考えられ、「学校支援
ボランティアと教員の打ち合わせの在り方及び双方の関係性」に着日して、さらに現状
と課題の整理をするべきだと考えた。
第2節 活動経験のある学生に対する聞き取り調査から
現職大学院生への聞き取り調査と同様、学校支援ボランティアの現状について整理す
るため、実際に学校支援ボランティアとして活動しているもしくは活動したことがある
兵庫教育大学の学生7名(A,B,C,D,E,EG)を対象に聞き取り調査を実施した。Eにつ
いては学部生時代と院生時代とで内容が異なる部分があるため、枠を2つ設けている
(Appendix2 2参照t)。
第 1節での結果と考察をふまえ、「教員 (学校)とのや りとり」や 「教員 (学校)と
の関係性」に着目した内容を追加 した。実施要領は現職大学院生に対するものと同じで
あり、内容は以下の通りである。
(1)内容
。どのような内容の活動をしているか。
・活動はどのような形態か。(活動頻度、学年・学級の配属、活動時間等)
・貢献していると実感したことはあるか、それはどのような時か。
・先生 (学校)とのやりとりは、誰と、いつ、どのように行つているか。
・自身の、先生 (学校)との関係性はどのようなものだと思うか。
・活動に際して、期待していることや意識していることはどのようなことか。
0その他、言いたいこと等。
(2)結果
7名の学生に対する聞き取り調査の結果より、活動内容として「学習支援」「個別の
支援 (声かけ)」 が多いことがわかる (Appendix2参照)。 貢献の実感に関しては、全
員が具体例を挙げて「何かしら役に立っている」という実感に関する回答をし、教員 (学
校)とのや りとりについては多くの人が「各授業の直前」に行つているものの、「自発
的に動く (D)」ことや、「休み時間等の空いた時間における報告 (G)」を意識して活動
するという意見が大半を占めていた。また「あたたかい先生ばかり (F)」 といった良
好な関係が作られている場合も多かつた。「最初は先生ともあまりお話ができなくて(声
がかけづらくて)、 どうしたらよいか困つた」というGの場合も、「放課後 (19時頃ま
で残つて)お茶を飲みながら相談することも」ある関係に改善している。Eにも打ち合
わせは「1週間前 (活動に行つたとき、次の活動内容について話す)」 といった工夫が
みられた。
その中でBのみ、他の学生と異なる傾向をもつ意見が語られた。Bは、担任、ボラ
ンティアの受け入れ窓口である教頭を含めた教員全員とのや りとりが少ない傾向がみ
られ、子どもと直接関わらない活動が多く、また学校支援ボランティアに対してあまり
ポジティブな感じを持つていなかった。 Bの学校との関わりの姿勢は、「先生方が忙し
いから、(遠慮して)自分からはあまり声をかけない」というものであった。Bと同じ
ように事務的な内容の活動をしていても「微力ながら役に立っている (A)」や 「先生
の仕事にどのようなものがあるか、具体的に知りたい (G)」「自分から質問する (G)」
というような姿勢を持って臨んでいる学生とは対象的であった。
(3)考察
7名全員の意見の中に、相互に共通する意見 (Appndix2表中下線参照)が多くある
一方で、状況やパーソナリティを反映しているようなその人特有の意見 (Appndix2.表
中太字参照)もあつた。またそれらの特有な意見の中には、学校支援ボランティアが活
動を続けていく上で参考になると思われる意見も多くあつた。同じような状況、期待、
立場であつたとしても、本人の捉え方やそれに基づく行動の仕方によって、結果として
活動の内容も変容し得ることが示された。
「先生方が忙しいから (B)」と遠慮した活動に留まってしまう学生の意見は、昨年
までの筆者の活動姿勢にも共通する側面があつた。自身の活動にあまり自信が持てない
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まま受身的に活動していると、教員や学校に対し「引き受けてもらつている」という感
覚をいだき、教員に話しかけることは「仕事の邪魔になる」と考え、どんどん会話の機
会が減つていく。その結果、教員の方からの声かけも増えることがなく、関係性の構築
は難しくなっていった。
一方でGのように、最初は「話ができなくて困つた」が、工夫して話す時間を確保
し、自ら積極的に関わることで、次第に、話しやすい関係や学生の経験値を高めるため
の協力関係を構築できた事例も見られる。学校支援ボランティアとして活動する本人の
積極的な捉え方やそれをもとにした具体的行動が成果に影響を与えているとも考えら
れる。活動内容の捉え方や学校及び教員との関係性を見直し、相互が満足できる活動を
学生自らが構築していくことが大切である。
学校支援ボランティアとして活動する多くの学生が、児童と関わることを期待して活
動に参加しているにもかかわらず、児童と直接関わらない環境整備的な仕事を任される
こともある。このことは確かに、主体である学校支援ボランティアの希望が完全には尊
重されていないという点で課題であると言える。しかし一方でこのような活動は、学校
や教員の仕事が児童と直接関わるものだけではないということを学生が知る機会であ
り、学生の「学校教育」に対する考えを広げることに役立つとも言える。学校支援ボラ
ンティアはそのことを理解した上で、自分の思いを学校や教員に伝えていくことが大切
ではないかと考える。多くの教員と積極的に関わる姿勢を持つことで、学生の学校に対
する帰属感や、「学校 (教員)に受け入れてもらえている」といった感覚は増し、さら
に積極的に学校に関わつていけるのではないかと考えられる。
また、学校側が学生に対して「あまリネガティブなことを言つてくれないのは課題
(E)」という意見からは、学校が学生に対して持つ「来てくれている」という意識が
連想され、第 1章で述べた学生と教員の相互の「遠慮」という問題が表れていると思わ
れた。片方の「遠慮」をもう一方が感じれば、後者も遠慮気味になつてしまうと思われ
る。完全には難しいとしても、ある程度「遠慮しなくてもよい関係性」の構築を目指し、
文部科学省が望むような「できる限リボランティア自身が学校側との話し合いでお互い
にできることを合意しながら役割分担する関係」(文部科学省,2005)を構築すること
が大切であると考える。
第3節 兵庫教育大学ボランティアステーションからの開き取り
兵庫教育大学には、学生がさまざまなボランティア活動をする際に、学生とボランテ
ィア先とをつなぐ役割を果たすボランティアステーションがある。学校現場での勤務経
験を経て、現在ボランティアステーションのコーディネーターとして活躍するdコー デ
ィネーターは、学校支援ボランティアとして活動する学生の姿を近くで見ながら日々学
生の声を聞いている。また一方で、学生を受け入れる学校の状況や教員側の意見もよく
知っている。
(1)結果
学校支援ボランティア、学校の両者の意見を知るdコー ディネーターに学校支援ボラ
ンティアに対する考えを聞いた。その内容を以下にまとめる。
『学校にとつて大切なことは、「開く」ことと「繋ぐ」ことである。「開く」は「地域
に対して学校を開き、地域の人々とともに地域の文化を中心として、地域の人々を巻き
込んで子どもたちを育てていく」こと、「繋ぐ」は「子どもと子どもの心を繋ぎ」、また
「地域と子どもを繋ぐ」ことだ。その学校の役割をより果たしていくために、学校支援
ボランティアの役害Jがある。
学校支援ボランティアは地域の一員としての立場にもあり、その人物が学校に入るこ
とで、閉鎖的になりがちな学校及び学級が開放的になり、教員とは異なる視点も加わる。
それにより、昨今問題視されているいじめ問題を解決する糸口になり得るだろう。教員
だけでは気づききれなかった児童生徒同士のやりとりや関係性の変化等が、第二者の目
が加わることで気づけたり、教員と学校支援ボランティアが情報交換をする中で気づけ
たりする可能性は少なからずある。また、仮に担任教員がいじめに気づきつつも隠ぺい
しようとしているとすれば、学生の気づきがその防止にもつながるかもしれない。
教員による体罰の芽や、教科指導等における手抜きも、学生が学級や教員を見ている
ことによって防げる。私は管理職を経験したので、学校支援ボランティアの役割と意義、
そしてそのことによつて得られる学級のよりよい状態というものが見える。
学校側に対して「学生の活動意欲を尊重し、学生が子どもと多く関わり、多様なこと
を学べるように配慮すること」を望む。学校支援ボランティアを、教職を目指す 1人の
後輩として共に育てていくような関係の構築を目指したい。これは、学校支援ボランテ
ィアとして活動する学生の活動希望動機や目的とも一致している。一方、学校支援ボラ
ンティアに対しては「学校の先生方のア ドバイスやさまざまな経験を素直に受け入れる
こと」を望む。
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現在学校支援ボランティアとして活動している兵庫教育大学の学生の様子について
は、概ねよい評価をしている。しかし稀に、学校との連絡がきちんとできず無断欠席を
してしまう学生や、そのまま活動を勝手に辞めてしまう学生がいることは大変残念だ。』
(2) 考察
dコー ディネーターは、筆者が予想していた「学校支援ボランティアと学校の意見の
差異」をあまり感じていないということがわかつた。またボランティアステーションは、
学校支援ボランティアとして活動する学生とそれを受け入れる学校とを単に仲介して
いるだけではなく、両者を知るコーディネーターとしての立場から考える意見や願いを
持つていることが示された。またdコー ディネーターが最後に述べた「学校との連絡が
きちんとできず無断欠席をしてしまう学生や、そのまま活動を勝手に辞めてしまう学生
がいる」という状況は、前節で述べた「学校支援ボランティアと学校のやりとりがうま
くいつていないこと」の最も悪い結果の一つとも言えるかもしれない。
第4節 学校支援ボランティアの課題とその改善策
以上、学校支援ボランティア等を受け入れる学校・教員側、学校支援ボランティアと
して活動する学生、両者の仲介となるボランティアステーションのコーディネーターの
それぞれの立場からの意見をまとめた。三者それぞれの立場から考える「学校支援ボラ
ンティアの役割」と「学校あるいは学生に対する要求」を簡略的に以下の図 (Figure3)
にまとめる。
Figure2 三者が考える学校支援ボランティアの役割と要求
前節までの考察から、「打ち合わせ不足」に関する深刻な課題に対し、限られた時間
(求)子どもと関わりたい、教師の仕事を知
3占
い
(役)先生の補助、子どもへの声かけ
(求)もつと打ち合わせをしたい
(役)手の回らないところを手伝つてもらう
相談できる、 (求)学生を育てる
(役)学校を 考えをまとめる 意識で関わる
「開く」「繋く]
(求)アドバイスを
素直に受け入れる
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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で学生と教員がいつどのように「やりとり」をするか、相互に意見が言いやすい「関係
性」をどう築くかということがポイン トになると考える。時間が限られている中でもす
きまの時間を使つてやりとりを行つたり、メモ書きなどを用いて伝達し合つたりするな
ど、その学生と教員の間で双方の状況や要求を考慮した工夫をしていくことは可能であ
ろう。そして、打ち合わせを含むやりとりを積極的に行い、「互いに遠慮しすぎない関
係性」の構築が必要であると考える。
また、異なる立場である現職大学院生cと学生ボランティアBが共通して、学校支
援ボランティアに関して「立ち位置の明確化」「職員間で共通理解が必要」といつた要
望を述べていた。学生側からすれば、学校支援ボランティアと主に関わる配属学級の担
任教員だけでなく、学校全体にボランティア自身の存在や活動等を知ってもらうことは、
学校支援ボランティアが積極的に学校に関わり活動していくことを後押しすると考え
られる。自身の立ち位置や活動内容が明確になれば、活動に対して自信を持つて取り組
むことができるだろう。また職員間で学校支援ボランティアに対する認識が一致するこ
とによつて、頼める仕事が明確になるなど教員にとつても利益が考えられる。学校が学
校支援ボランティアの意義や位置づけを明確にし、教職員間で共通理解をすすめ、学校
支援ボランティアとして活動する学生の存在が周知される仕組みを模索することが必
要だと考える。そして、学生と教員の思いの一致が少しでも進み、饂嬬をきたさないよ
うな関係づくりが大切である。
第3章 学校支援ボランティアとしての実践
第 1節 課題改善に向けた筆者の実践
前章で学校支援ボランティアの一般的な課題を述べてきたが、筆者もX市立Y小学
校で活動する中で同じような課題を抱えている。特に改善すべき課題のポイントとして
は「①学生と教員が (時間が少ない中で)いつどのようにやりとりをするか」「② (相
互に意見が言いやすい)関係性をどう築くか」「③学校支援ボランティアの立ち位置を
教職員間でどう理解してもらうか」である。特に②の関係性については本論文で重点を
置いているところである。また学校支援ボランティアとして活動する学生が、日々の自
身の活動に関してふりかえる時間を確保し、活動を単発の繰 り返しで終わらせないよう
にすることも大切ではないかと考えた。そこで、これらの課題とそのポイン トに対し、
改善につながる工夫を見つけ実践した。その活動における留意点とそのための工夫は、
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学校現場で実践する中で少しずつ改良を重ね、より円滑に活動できるようにと形を変え
ていつたものもある。その筆者の実践における工夫とそれぞれのねらいについて、以下
3つの課題にそつて順に述べていく。
①や りとりについて
01ヵ月の日程 (週1回どの曜日に入るか)を事前に決める。
担当教員と話し合い、学校行事と学校支援ボランティアの予定を可能な限りすり合
わせる。事前に日程を決めることによってその時期の行事や教科の学習内容がわかり
活動内容に見通しが持てる。そのことによつて、予想される児童の様子や普段の状況
の情報を共有する機会が増える。また学校行事があれば活動内容が明確になったり、
実際に貢献できることが増えたりするので、学生の満足感にもつながる。
・活動日の朝、早めに職員室に行く。
教員のタイミングを見て声をかけ、時間割 (どの時間にどの学級に入るか)を決め
てもらう。学級の担任全員がその場に揃つていれば、「体育で○○をするので (来て
ほしいです)」「専科なので (他の学級にまわってください)」 など学級の状況に応 じ
て、教員と学校支援ボランティアを交えて相談でき、活動内容と教員の期待もわかり
やすい。また担任が揃わずに主任教員の判断等で時間割が決まった場合には、授業ま
でに「3時間日、先生のクラスに入ることになつたのでお願いします。」などと声を
かける。事前に声かけをすることで教員にも心づもりができる。またその際に時間が
あれば、授業での活動内容や留意点などの簡単な打ち合わせをする。
・授業の前に、内容や留意点を確認する。
授業内容 (教科、単元)、 授業の留意点や重点などについて事前に教員から学校支
援ボランティアに伝える。但し児童の状況等によってその場で変更することも少なか
らずあるのでその都度対応 していくことが必要である。
・気づいたこと等を報告する。
授業後や放課後など、気づいたことや自分ができたこと、できなかったこと、困つ
たことなどを学校支援ボランティアは教員にできる限り報告する (報告内容メモを作
成)。 毎授業後は時間確保が困難なので、数時間分まとめて放課後などを活用するこ
とも多い。(但し、放課後でさえも時間確保が難しいのが現状である。)
・報告に合わせて教員の意見を聞く。(②に重複)
単に気になつたことやできなかつたこと等を報告するだけでなく、その場合教員な
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らどうするかを訊ねる。学校支援ボランティアのスキルアップにつながり、教員の指
導に関する意図や当該児童に対する思い等をさらに知ることができる。
・放課後、1日のお礼を伝える。(②に重複)
②の関係性をよりよく築くことをねらいとするだけでなく、互いに伝えきれなかつ
た児童の様子や情報の伝達、共有ができる。(但し、全学級担任ではなく、主任教員
のみとの共有になつてしまうことがほとんどという現状がある。)
②関係性について
・誰に対しても積極的に挨拶をする。(③に重複)
学校支援ボランティアから声を出すことで、教員や児童にとって関わりやすい雰囲
気を出す。学校支援ボランティアの存在を知つてもらうこともねらえる。また挨拶か
ら会話につながり、ひいては情報を得ることにもつながる。
・配属学年以外でも、学校行事等で人手が要る日には極力参加する。
人手が必要な場合に教頭等から支援を要請される場合と、学校支援ボランティアが
気づいたときに「手伝えることがあれば言つてください。」などと声をかける場合が
ある。後者の場合、その時には頼まれなくても、他の件で頼まれたり声をかけられた
りしやすくなる。相手からの「遠慮」を軽減することをねらう。
・授業中、担任教員の動きを意識する。
教員の動きを見て、学校支援ボランティアは授業や支援等の意図をできるだけ理解
し、授業等の進行の妨げとならないように、学習が遅れている児童や支援を必要とし
ていそうな児童に関わる。出過ぎた行動を抑えフォロワーとして信頼を得る。
・行事等にあわせた準備等があるときは一緒に手伝 う。
作業の効率化を図ることに加え、一緒に活動する中で児童の様子を伝え、時には世
間話をすることもある。「遠慮」を軽減し、距離が縮まることをねらう。
・報告に合わせて教員の意見を聞く。(①に重複)
単に気になったことやできなかつたこと等を報告するだけでなく、担当教員ならど
うするかも聞く。教員の指導に関する意図や当該児童に対する思い等を知り、それに
依拠した行動をとるようにする。
・放課後、1日のお礼を伝える。(①に重複)
その日伝えきれなかつた児童の様子や情報の伝達、共有ができるとともに、礼儀と
しての挨拶を積極的にすることで距離を縮める。
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③教職員間での理解について
・『学校支援ボランティア ○○○○ (氏名)』 と記載した名札を常に首からかける。
名札によつて、普段関わることの少ない教員や児童にも、学校支援ボランティアの
存在を知らせることができる。名札によつて、児童は学校支援ボランティアに声をか
けやすくなる。
・誰に対しても積極的に挨拶をする。(②に重複)
学校支援ボランティアの方から関わつていくことで、自身の存在を知つてもらうと
ともに、教員や児童にとつて関わりやすい雰囲気を作ることができる。
先述したように本研究では、学校支援ボランティアと教員間の「関係性」構築に重点
を置いている。よりよい関係性を構築するためには教員に学校支援ボランティアの存在
や立ち位置を知つてもらい、より多くや りとりの機会を作つていくことが必要である。
しかし単にやりとりをすればよいということではなく、双方にとって意味を感 じられる
ようなや りとりがなされることが肝要である。
学校支援ボランティアと教員が意味のある会話ができ、学校支援ボランティアが教員
にとつて話したいと思える存在になる必要がある。そのためには学校支援ボランティア
が自分の思いや意見をきちんとまとめ、伝えられることが重要である。学校支援ボラン
ティアが自信を持って、尚且つ端的に意見を伝えられることで、教員にとつても学校支
援ボランティアが意味のある存在になることが理想である。しかし、この「自信を持っ
て自分の思いを伝える」ということは、実践経験が乏しい学生にとって安易なことでは
ない。
このような状況を改善するためには学校支援ボランティアが自身の活動をふりかえ
ることが重要である。筆者の場合は本研究に取り組むにあたつて、他者の意見を聞き自
身の活動をふりかえる過程を通じて、自分の意見を持つことができるようになり、自信
を持つて活動に参加することができるに至った。しかし一般の学校支援ボランティアが
自身の活動を活動外でふりかえることはなかなか難しい。そこで「1。 ボランティアセ
ンターなどの大学における施設を活用し、コーディネーターに相談すること」「2.活動
経験のある仲間同士で活動をふりかえり検討すること」を薦めたい。次節では、これら
のうち仲間同士での検討の仕方の一例としてPCAGIP法を用いた事例検討について述
べる。
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第2節 PCAGIP法を用いた学校支援ボランティアのふりかえり
1. PCAGIP主去とは
PCAGIP法とは、「事例提供者が簡単な事例資料を提供し、ファシリテーターと参加
者が安全な雰囲気の中で、その相互作用を通じて参加者の力を最大限に引き出し、参加
者の知恵と経験から、事例提供者に役立つ新しい取り組みの方向や具体策のヒントを見
出していくプロセスを共にするグループ体験である (村山,2012)」。「批判しない」「記
録をとらない」というルールに基づき、参加者中心で創られる話し合いの中で、参加者
から出される多様な視点を学ぶことを目的とする。学校支援ボランティアの活動のふり
かえりにこの方法を利用することで、事例提供者が新たな考えを得るだけでなく、自信
を持つことが期待できる。
2.筆者の事例検討
PCAGIP法を用いた事例検討による活動のふりかえりの効果を検証するため、実際
に筆者が事例提供者となり、学校支援ボランティア等の経験のある学生に協力を得て
PCAGIP法による事例検討を行つた。以下にその手立てと効果を述べる。
(1)手立て
教育実習及び学校支援ボランティア等の経験のある兵庫教育大学の学生 15名と心理
学が専門の大学教員に協力を依頼し、筆者が事例提供者となり、PCAGIP法を用いて
事例検討を行つた。学生 15名のうち3名が記録者、大学教員がファシリテーターとな
り、約90分の中で実施した。筆者が提供した事例 (Appendix3参照)をもとに、第 1
段階として参加者からの質問とそれに対する筆者の回答から状況の把握 。理解を行い、
第 2段階として参加者からの事例への見通しを立てるための意見を求めた。
(2)効果
まず事例を提供する際に、概要を文章化し他者に伝えようとすることで、自分がZ
児の特徴などをどう捉えているかをふ りかえることができた。さらに、参加者からの質
問を通して、Z児に対してわかつていると思つていたのに答えられないことやうまく説
明できないことが予想していた以上に多いことに気がついた。また、参加者からの意見
には「もしかすると少し甘やかしすぎなのではないか」「Z児が将来的に自立していけ
るように支援を徐々に減らし、自己解決できるようにしていくのはどうか」(Figure3)
など、自分では持つことがなかつた視点での指摘があり、Z児との関わり方や自分の考
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え方について見直すことができた。また「他の教員との連携」については、自分では意
識して取り組んでいるつもりでもできていない部分もあることに改めて気づかされた。
このようにPCAGIP法を用いて検討することによつて、自身の活動についてさまざ
まな視点をカロえながらふりかえり、再度自分の考えを深めることができた。そして以後
のボランティア活動で試行したりその考えをもとに担当教員にも意見を求めたりする
ことにつながつた。
3.参加学生の声
筆者の事例検討の後、役割を交代して他の学生の提供による事例の検討を行 うことに
した。参カロ者全員が自身の経験から検討したい事例を考えることができており、実習や
学校支援ボランティア等の活動を通して、各々に考えたいことや悩んでいることがある
ことがわかった。また事例検討後の感想から、事例提供者だけでなく参加者の満足感も
全体的に高かつた。参加者全員による参加者中心の話し合いがなされることによつて、
事例を自分のこととして考えることができたり、自分以外にも似たような悩みを抱えて
いることを知れたりしたことによる結果であると考えられる。これは、先に述べた「学
生が活動に際して自分の考えをしつかり持ち自信を持つて教員に伝えること」への手助
けになると言えるであろう。
第4章 学校支援ボランティアヘの提言
前章にて学校支援ボランティアの課題解決に即した筆者の実践について述べた。これ
をふまえて学校支援ボランティアとして活動する学生に対して、受け入れ先の教員とよ
りよい関係性を築くことを再度推奨する。多忙と言われる学校現場において、また週 1
回程度の関わりにおいて、打ち合わせやふりかえりの時間を十分に確保することは確か
Figure3 事例検討による意見
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に容易ではない。しかし「①工夫して時間をみつけ積極的に会話をしていくこと」、「②
自分の考えをしっかり持ち要点をまとめて報告すること」の2つを積み重ね、学校支援
ボランティアが担当教員にとつて「話を聞きたい」「話すことに意味がある」と思う存
在になることができれば、有意義な会話ができるようになるだろう。またそのような会
話によつて学校支援ボランティアと教員との関係性が深化し、学校支援ボランティアの
活動に対する姿勢がさらに前向きになれば、教員側にとってもさまざまな課題の改善に
貢献できるのではないかと考える。
第5章 総合考察
本研究では、筆者の学校支援ボランティアとしての経験と聞き取り調査、実践のふり
かえりをもとに、学校支援ボランティアの課題と可能性について考えてきた。学校支援
ボランティアを受け入れる教員、活動経験のある学生、両者をつなぐ兵庫教育大学ボラ
ンティアステーションのコーディネーターの三者に対して聞き取りを行い、実際の学校
支援ボランティアの活動内容とそれによる効果及び課題、また期待等についてまとめた。
その結果、学生にとつても教員にとつても、学校支援ボランティアの活動には確かに
効果があり、学校支援ボランティアの存在及び活動には有用性が認められる一方で、多
くの課題もまた混在していることがわかった。課題は立場によつて異なる部分があるも
のの、学生と教員間の打ち合わせ及びやりとりの不足とそれによる両者の考えの饂婦に
対する課題は大きいことがわかつた。また他の数多くある課題についても、このやりと
り不足が解消され、互いに意見の言いやすい関係が構築されれば解決につながると考え
られ、両者の関係構築に重点をおいて実践を行つた。
実践については、聞き取り調査で得られた情報や昨年度までの筆者の経験等をもとに、
第3章で述べた留意点を勘案しつつ取り組んだ。その結果として担当教員からは、「他
の支援員さんや補助の先生とも打ち合わせがなかなかできていない中で、(筆者は)事
前に少しでも打ち合わせをしようとしてくれるので、安心して頼めることがある」とい
う意見をもらうことができた。また毎回ではないが教員に時間的余裕がある日の放課後
には、筆者が活動に来ない日の児童の様子や最近担当教員が気にかけていることなどを
まとめて話す時間を設けてくれるようになつたのも、筆者がや りとりを意識してきたこ
とによる成果ではないかと考える。
以上のことから第3章及び4章でも述べたように、学校支援ボランティアとして活動
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する学生が活動の中で自分の考えをしっかりと持ち、その考えをもとに自信を持って積
極的に教員とや りとりを行い、両者の関係性をより密にしていくことで、学生の姿勢が
受身ではなく能動的なものになることが期待できると考える。学校支援ボランティアの
姿勢の再検討によつて、教員が懸念している「学生が自分の思いだけで勝手に動く」こ
とや「会話ができない」という課題の改善につながるだろう。教員にとって学生が「話
を聞きたい」「話すことに意味がある」存在になると、教員も学校支援ボランティアと
の話から、自分の教育活動等についてふりかえられるという効果が期待できる。
但し、これらの課題解決に対する取組がどのような状況でも当てはまるとは一概に言
いきれない。学校支援ボランティアも学校及び教員も、置かれている状況や特性はさま
ざまであるのが事実であり、聞き取り調査の対象人数や実践校の限られている本研究に
よつて一般化することはできない。これらの課題をふまえ、今後さらに視野を広げて検
討 していくことが必要である。
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Append破1 現職大学院生への聞き取り
現 職 院 牛
a(小学 校/支援 員 ) イ′卜掌膨 す響 目・学牛ボうしティアヽ c(′1ヽ学 校/アシス タン ト)
活動内容 ・明らかに学習についていけない子ヘ
∩t燿
・落ち着いて過ごせない子どもたちの
t埋
・教科では算数が多い
・横についての補助 発達障害のある子どもたちの支援 ・集団の中で学んでいくということがな
かなかしんどい子に対して、個別の関
わし,
・多動の子に上手く声をかける ・対象の子が落ち着いている時は、周
りの子に■1吉かけ翔 で´+iらう
・担任が補えないところの手立て
。発達障害の傾向がある子に付き添う ・対象の子を中心に周りの子にも、勉
強の分からないところを教える
・体育や図工など実技教科の補助
教師の指示を、内容が変わらないよう
こもう一度繰り返す
・担任が言つていることをもうちょつと丁
雷 1-イ手ラス
・手先が不器用な子の支援
・個別にまわる ・対象の子が落ち着かなかつた時や教
室に入れない時には、声かけて、時間
をとり、心が落ち着いたら「じゃあ行こう
か l月 らヽ吉かI十
・作業的なことが遅れてしまうような子
の補助
・支援の必要な子を中心に周りの子に
十tt7=ス
・支援の場というような感じ
活動の形 ・学年配当で手のかかる学年に一人ず
つ
・毎年のように支援員さんは何人もいる・学校には週3日ほど来られる
・小さな学校では、2学年をかけもつて 。支援員は、学校から要請して市が請
けf‐まわる
・教科によってそれぞれのクラスに入る
・支援員は毎 日来る ・学生ボランティアは、大学の契約の中
r・妻 ふ
・学校全体をまわつているような立ち位
置
15時頃上がる 。ボランティアが大学の単位かなにかに
なる
・入る学級や時間は、特別支援コー
ディネーター が組んだ計画書をもとに要
JふLH Iィ調麓
・授業時間の間学校にいる ・市が、こういう形のポランティアがほし
いと大学に呼びかける
。この子専属でお願いしますという共通
理解を担任とアシスタントの先生でした
卜で閣わって■,スら
・授業に合わせてそれぞれのクラスに
入 ス
・教育委員会と学生の意見があつたと
,ス7・入ぅτ 辛.λら
・授業のある時間のみの勤務
・入るクラスは予め決まつている ・市の教育委員会が活動内容を提示し
て 草 笙
・市の職員
・時間割に合わせて、入るクラスは事
飾 f-4nユ士 翡 ア 1、ス
・支援員は任用が決まつたら毎日来る
・年間予定としてどの時間どのクラスに
■スム、1士ユまぅイ!、ス
・大変なクラスの支援のための支援員
なのr・ I手ルス.メ日常々弓ス
・担当の子ども(何年生の誰々君と
誰々君中心に見てほしい)というのが
決まっている場合も
効果(助かること) ・学習について来れない児童の補助を
1イ■・ステス
・手が回らない、対応しきれない時の対
庶
・本当に助かつている
・多動の子に上手く声かけをしてくれる 。大人数で動かないといけない時に
個 男‖1こ肩旨か I十
一人ではどうしても補えない部分
・若いお姉さん的存在で子どもが近寄り
やすい
・子どもの話やトラブルを聞いてもらう ・一人ばかりにはついておけないし、全
体を見ないといけないけども、こつちも
安心してクラス全体を見れるつていうよ
うな上六
・支援されている子の周囲の子どもも
信 目け チ「′紬 燿塾I ア :、ス
・子どもの気持ちを落ち着かせてもらう ・担任が気付かないような視点で言つ
て ′翡 ス
「
ル筆 京 ス ハ 7・ 多 ハ 占 l■白 l、
。子どもが教師に言いにくい友達関係
め
「
ルふ言テス
・勉強に着いてこれていない子と一緒
f「]〔夕lカムヽス勧ヨ台
・いろんなクラスをまわっているので、
螢 林 雀 株´ の
「
ルふ■
`4Π
ぅイ I、ス
・量 堂 郷 l士籍 I=助力 ふヽ
・得た情報を後で教師に教える ・担任がそこにつくと学級が放つたらか
lJこかスルしヽら酔 手:ら1人いイ(カス
・教師と子どもの間にいてくれる ・学生ポランティアは教師になりたい方
ポ=スo7・オr`藉服崎
・ばっと気づいたことを動いてくれる
・子どもにもすごく近い関係で話をしてく
翡 ス
・学生ポランティアの得た情報の報告
が教師の学びになる
・教 師 とは 全 然 違 った 日で 甲て くれ る
・教師にもいい刺激になる
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困る特性・状況 ・いちいち指示をしないと動けない ・年度初めからは来てもらえない ・子どもについての理解が、担任とアシ
スタントのFn3で温庁丼がある
・自分の仕事内容を分かつていない ・支援員は、4月当初の段階で募集せ
ず、大変なクラスが分かつてから入つて
幸.ムら
・アシスタントの先生が来ると子どもが
甘えてしまう
「待て」の境目が分からない ・時間が区切られているから、支援員さ
んと話をする時間が全く取れないのが
一番園っτしヽス
「
ル
・子ども力く甘えてしまっているとき、子ど
もとアシスタントの関係を大事にしなが
ら、じゃあどうしたらいいのか
・任せ切って余計にもう一回やり直しな
りもう一回修正するつてなるくらいだつ
たら、自分でする
・支援員やポランティアとして来て下さ
る方が少ない
・雇用時間が限られているので、職員
室に戻つてその子について「あの時あ
あでしたよね」つて話がしたくても、話せ
ない
。自分でする方が早い ・学校現場での経験のない方や、何し
ていいか分からないから指示をしない
といけない方は二庸手F83
・次の時間来てもらうけど、前回の穴埋
めができていないままだから、改善で
去オ1、叡会慟くふぅf‐ιlオス
・関わり方や対応の仕方が、保護者
的、学生的になつてしまう
・1から「この時はこうしてな」と言わな
いといけない
・教師が引いて待つているところを、何
メ■ムヽス・子■工H:士翡スル園ス
・わざと距離を置いて見ているところを
牛 同 ‖六カ ふ ル園 ふ
「
ルボ ふ ス
・頼んだことを断られると、「じゃあいい
わ lル中⌒7:十ヽ
支援員に対する要望 ・気がよく利く子だつたら・¨ と思う ・分からないことは言つてほしい、聞い
てほしい
・状況を敏感に察知して動いてくれたら
…とか。限られた時間だからこそ、その
先生が入つてきてくれはつた時にいか
に、こう私とその先生で、上手くこう、な
んて言うんだろ、連携?していくかつて
いうのは、う一ん、すごく、…答えになつ
てないね(笑)^…重要かなとは…
・凛とした態度で接してほしい ・自分だけの判断ではしてほしくない ・放課後でもコミュニケーションとる時間
力くなかつたらメモでコミュニケーションと
力f‐ス…
・打ち合わせをしたい 。お互いの意図を理解するために話す
「
ルl士!イ1ヽ書■‐lヽ
・ 太 当 l士幸,ぅルbぅ
`切
話 if―Lヽ
要望がかなつていない現状 ・いろんなクラスをまわるから、自分とだ
:+,Tム合お4Fふオス
「
月士子書分i、
支援員を受け入れる上での学
校全体に対する要望
・仕事内容などをきちんと学べる場があ
ればよい
・学級が固定されてしまうが、できれば
2クラス行つてほしいことも
・その時間は入って下さるけど、べつた
りうちのクラスについてくださるわけじや
ノti ヽ
・教師と支援員が上手く話し合うことに
よつて解決していく
・担任に空き時間があれば、支援員と
ちょつとでも話や打ち合わせができる
・アシスタントとコー ディネーター の方が
どうつないで、コー ディネーター が今度
学級IBにつないでいくか
・支援員がどんなことまでやりたいのか
を聞いてあげられるだけの余裕があれ
ば、任せられることもある
・学級が固定されてしまうが、できれば
2クラス行つてほしいことも
・学校での、その先生の位置づけや役
割が明確になつてる学校と明確でない
学校の差が大きいので、どこまで求め
て上tヽ力、イ奔体スなI、
・支援員が上手く自分のいいところをの
ばしながら働ける環境を作つてあげら
わ力ff
・学校全体でアシスタントの立ち位置や
仕事内容を共通理解したい
その他支援員に対する感想 ・支援員はこんなもん ・意識の高い子が来ると、なんでも興味
葬■.って お ぅτ であ ス
・うちのクラスばかりわがまま言えない
・ボランティアには頼みにくいけど、お金
もらつてる支援員になら頼めることもあ
ス
・どんどん「やりましょうか」と言つてくれ
るといろんなことが頼める
・どんな人かによつて、こちらの気の遣
い方も変わつてくる
・支援員には、子どもには直接関係の
な い 堂 沐 I「圏 オ ス 件 菫 幸.楯た わ オ lヽ
・意欲を見ると助けてあげたい ・どのような人が来ても、教師が活かさ
かI、ルル軍:、つつ…
・ポランティアに子どもに直接関係のな
い仕事を頼むのは可哀そう
・学生の意識の話ができれば、受け入
hユ翡 スハ メ ′十
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Append破2 学生への間き取り (一部抜粋)
?
?
学 牛
活動内容
・特 万1文豪 か 妙 景 U十か
通常学級に入つた時に横
・五数の将業に入って、分
からない子の補助
・学 習支援
学鍛での様俳m瑯宰 習
こ近いレベル )
・学習支援(主に数学)
・観察実習のように見守る
感じ
'覇7時嘔に量稜して、
日員室で挨拶後、玄関
・授 業中嘆ってしまう子 の ・プリントの印刷(授業時
間全部)
・丸つけ(子どもがテストを
lてい ス 闇 l「 IB年ル今 tB
・図工で使う材料の準備
(その場でリボンを切つて
配る)
・丸付け(授業 中に教室
で_相存の牛牛|[言わカ
・「学級の児童数が少なく
先生の目が十分届いてい
るので、積極的に関わりす
ぎないように」と最初に言
・児童の豊校時に児童玄
関で挨拶・掃除(自主的
に)
…
してプリント等) f‐″去 )
・授業で一人違う内容をす
るときにプリントを配る
・掲示物を貼る(授業中に
教室の後ろで)
・字 牧 何 う の 除 、騒 早 硼 f
廊下での保護者への案
・見守つている(「D先生に
も聞こえるように大きな声
・最初の2年間は生徒指
導は熱止(生徒指導困 ・先生の仕事 のお手伝い
プリント等の印刷
・テストの採点(授業を受
けている子どもたちとは
別室で)
・将 案中教 宰か ら出ていて
しまう子を追いかけて時間
を一緒 に禍ごすこと1,
・見守る、声か ける
・九つけ (授案中に後方 の
3が島尊な子に曹井か 皿
プー ルの掃除 ・専科で授果が空いてい ・宿題のプリント印刷
1字期はプールによく入つ ,学習す禅 (机闇K視、声
・子どもの下校後、掃
除、颯まれたことなどを
貢献の実感
・授業中に誰がプリントを
出しているかのチェック
・2年生(約20人学級)の
かけ算の授業て担任と教
頭との3人体制
、時 め 恭
・自発的に動かないとただ
の観察者になつてしまうか
ら、全体ではいきとどかな
い子に声かけをするように
はしていた分、そこは役に
・授業後に先生に褻められ
たとき
・休み時間 に外で一緒 に選
・休み時間も丸つけをして
いるとき、子どもから「先生
頑張つているね」→教師の
仕事の裏側だけど接点で
もある
ヽ
・複数種のテスト直しの採
点を担任の先生と分担
・自分が丸つけをすること
で、先生の仕事が軽減して
いる
・授業中よりも、朝の豊校
時(みんなが集まっていな
い、目が届いていない時)
・校長先生伝いに評価をい
ただいたとき
・特別支援学級の子どもた
ちとじつくり関わる(朝のラ
ンニングで横について走
問題を抱えている学校な
た生とのやりとt ・ 警 薬 に 人 る 各 クラ ス の 担 ・ほとんど教頭先生からの ・播 婁に入る各 クラスの llB 博=に入る牛 牛´ ・博 糞に入ス各 牛生と ・
IIB当の牛 牛 ・入る学級の先生
‐ 苗 牛 牛
・各字級の担任とはほとん 級 輌 牛 牛 ・教頭先生
た生とのやりとL 。当 日各授 業前 ・授 案中のアイコンタクト ・授 業の直前 ・
つヽりこりとし｀つ 。ヽりこり旧 ・事前の打ち合わせはない
1遍聞 Ⅲ (君口 に行 つた ・1日のふりかえリシー トを
は I、7理中 ・放課後
・絡 業後 (6時FBH目の後 ) ・博 掌魯 ・授 業直前に少 し ・当日の朝、再度
・ふりかえり〕′―トカ｀1か
月ごとに返事付きで返つ
・昼休みなど出会い頭 に晰
た生とのやりとし
ピのように
L「お願帆 ますJ‐[じゃあ
・放課後の打ち合わせや
ら、りかえりもほとんどなく、
授業が終わつたら挨拶をし
・授業に2.3回入ったら様
子が分かつてくるが、それ
までは手さぐり
・気になることはその都度
自分からばつと質問するよ
うにしていた
授業直前 に「おね がいし
表す 1と言ったら、授業 内
ミや活動 閃容葬言っててカ
・「来週のこの時間に入る
のでお願いします」
・あたたかい先生ばかり
で、よくしていただいた
・「今日このような活動
で、このような支援をした
のですが、よいです
五ヽクlルしヽら■1観
これやって l
・「OO君の対応なんです
Iすど、どうしてますか?:
・授業の直前に、「お邪慶
します、お願いします |
・休み時間に一緒に遊んて
いて気づいたことなどを報
・授 薬 後 、生 徒 の 様 子 で気
づぃたことや、経業の内容
・職員室で話すときはラフ
な感じて、実いも交えなが
・曖昧だつた活動内害を
確日しながら、自分のし
・「今日一日こんなことがあ
りました。」
・授 薬 俊 l今日 は あ りが とつ
ございました:って声をかけ ・授 業 中に私の体験を子 と・「ADHDの子が教室から飛び出したとき、僕が追い
かけます」
ると、牛 生1,子″幸,の倍都
饉
・放課後は一緒に作案をし
ながら会話がき る
・覇、先生の机に、今日
の活動内暮やお願いし
たいことを書いた紙を■
しヽでで″六ぅでしヽ■
・放課後お茶を飲みなが
こ鮨
“
十ス
「
ル●
?
?
関係性
・若い先生は仲間な出を
もって接してくれている感
じ
・先生方が忙しいから、で
きない仕事を回している、
任されている
・悪くはないと思う
・元気はつらつなお母さん
的な先生
・集 回、組織 としてのか
かわりなので、よい関係
は集かれている
・「気になったところはどん
どん言って 1と言ってもらえ
登
。私の勉強になることをす
ごく丁寧に教えて下さる
・担任の先生はl■澤敏
官的な面があり、自分か
ら■間をするようにして
・ベテランの先生とは、上
司と部下みたいなところも
・羅 用 繰 とまで131百わ な
いが、そう思われている
・まだまだ学校では、組
朧の一員ではなくお害さ
・やりとりの時間は少な
かつたけど関係が悪いとい
う
「
月士全
`/.‐
い
・学校は学生の授業等の
事情に配慮してくれる(気
・ゼミの先生を通してであ
る、信頼も
・褻めてくれる
・1つ聞くと3つくらい教えて
くれる
。「教採どうなん?」つていう
話も聞かれる、できる
・教師を目指す字生を育て
てあげたいという思いで接
してくれている感じの先生
,若くて子どもと近い存在だ
ヒ認識されている
授業で使つた資料などもく
れる
・回数を言ねるにつれて、
四業の悩み事など1,1=し¬
くれた
・楽しめる
・「これもお願い、あれもお
願い」と頼まれやすい関係
・私の経験値をあげようと
してくださつている
・自分からはあまり嗅り
かけることもなかつた
・私という人間をうまく使つ
てもらつている
・思っていたよりも学校
からしてくれること(ふり
かえリシートのコメント、
・腱 ■室 で一 人の 牛 牛 ル
驚 券1_でいるルヽ仙 の 生
かっていたの で、量 旦や
・立場は違うけど、認めて
もらえているかなという実
・口 員 雪 凛 に う重 菫 人 ら
・どこまで踏み込めるかは
・プライベートな話はあまり
しないが、子どもの他愛も
意識・期待 ・子″十,″
^、
九ふう機会 ・子どもたちと閣わりたい
・学校に入れば、もう先
生だから、日の前の子ど
・牛生の播婁やり方をメモ
l´て勒強さ僣て+,おう
。子どもたちと閣わる時間
を増やしたい ・挨拶をしつかりする ・子ど1,の室鱗 知りたい
子どもに対する接し方の ・学校現場に入れる珍しい
機会
・ここでなにか得て帰らな
ければ
・牛生が播案をどのように
しているのか(教材研究的
な意味も)
・実習の反省から、発す
る言葉に意味を持とうと
いうな臓
・先生の仕事 にどんなt,の
'い
けど、やんちゃな子た
饉 Ьと一緒 に関わって、子ど
堕
・微力ながら役に立ってい
る、役に立てれば
・羅用の部分が 多丁雷
て、思つてた以上に子 ど
もや先生と関われなくて
・お世話になっている学校
になにか還元しないと
・先生がどのように子ども
に格しているのかを実際に
見て学ぶ
・先生方の指導のポイント
を知れる
・週1回なので、子どもとト
ラブルが起きた時に、どう
修復するかを気を付けて
・特別支援の子への対応
は、自分よりも先生がやっ
た方がいいのではないかと
思うことも
・子どもがいるときは目
の前のことでいつぱい
いっばいだが、子どもた
ちがいないと一人の時に
は、「私いま、先生してる
・先生方の授業の準備や
進め方を知りたい
・自分が教師に適している
かの見極め
・雑用だからこそ着手が
活きる(できる仕事をで
その他
言いたいこと
・もうちょっと制度をきち
んとしてほしい
ェスケープした子ども井・みんなが行つてるみたいに力くっつりじゃなかつた
(笑)から、参考にならない
かもしれないけど、私は楽
しかつた
・実習生が入る数室に入
ると、実習生がポラン
ティアに頼つてしまうか
ら、入らないてほしいと
言われたとき、頼られて
いるとわかつて博しかつ
・最初は先生ともあまり
お話ができなくて(声が
かけづらくて)、どうした
らよいか困つた
時間かけてみれるのはヽ
ボランテイアの特糧 かな
ル興ら
・先生によって学生の仕
事や立場の日■に差が
ある
あまリネガティプなことを
(学生に対して、入ってく
れている,いう■■かム
・1日の流れを明磁化し
てもらつてから、活動し
やすくなつた
・■員会腱等での共通理
に■t霞いのでitないか
Append破3 PCAGIP法による検討事例
筆者は実習生及びスクールサポーターとして、昨年度からX市立Y小学校でお世話
になっている。昨年度は実習として9月に連続して3週間、その後週1回程度ボランテ
ィアとして継続して関わらせてもらつている。昨年度は基本的に3年2組に固定して入
らせてもらい、今年度は担当の先生方との話合いをもとに、4年生の3学級に、必要に
応 じてそれぞれ入つている。昨年度から関わつている児童の中には、落ち着いて授業を
受けることが難しい子、学力が低く学習になかなかついていけない子、集団でまとまっ
て活動することが苦手な子など、個別の支援を必要とする気になる児童が数名存在する。
その中でもZ児は、昨年度の担任の先生も今年度の担任の先生も特に気にかけている児
童である。Z児は活発で陽気な性格で、周りの児童からも人気があり、学級の中心にい
ることが多い男児であるが、自分が気に入らないことがあると所構わず大きな声を出し
て暴れたり、友人にちょつかいをかけて トラブルを引き起こしたりすることも多々ある。
また授業時の個人作業等では、集中できなかったり周囲の児童の邪魔をしたりすること
もあり、その時には隣の空き教室で一人クールダウンしながら学習することも多い。多
くの先生がZ児の行動を気にかけているため、要所要所で個別の指導 。支援を行つてい
るが、Z児自身はそれを嫌がつている様子はなく、むしろ一対一で関わつてもらうこと
は好きなようである。筆者も担任の先生に依頼されたり、自ら許可を得たりしてZ児と
個別に関わることが多いが、解決につながらないことが多い。
筆者はZ児とどのように関わつていけばよいだろうか。
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